
 

第３章 

１ 住宅系建物の推移
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２ 戸建敷地面積の状況

◆ 区南部や
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第４章 商業地・工業地の状況 

１ 商業系及び工業系の土地・建物の構成と変化 

◆ 住商併用施設の敷地面積、棟数はともに突出しているが減少傾向 

 商工業系建物の中では、住商併用施設が敷地面積、棟数ともに他用途に比べて突出し

ています。一方、その推移をみると減少傾向にあります。 

 建築面積をみると、住商併用施設、事務所建築物は平成 13年以降減少しています。 

 工業系では、専用工場が減少傾向にあり、住居併用工場が微増の状況です。 
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面積などを把握し、商業に関する施策の基礎資料を得ることを目的とするものです。 

425 

488 

160 

7,458 

903 

1,277

433 

464 

173 

7,474 

1,285 

1,350 

539 

607 

222 

8,015 

841 

1,406 

804 

694 

260 

9,192 

846 

1,524 

0 5,000 10,000 15,000

倉庫運

輸関…

住居併

用工場

専用工

場

住商併

用建物

専用商

業施設

事務所

建築物

平成13年
平成18年
平成24年
平成29年

(棟)

19.9

7.7

8.5

103.4

36.7

40.0

18.6

7.1

9.5

106.1

47.0

41.4

23.5

9.7

11.1

110.7

33.1

45.0

28.4

10.8

11.0

121.9

29.1

46.5

0.050.0100.0150.0

倉庫運輸関係施設

住居併用工場

専用工場

住商併用建物

専用商業施設

事務所建築物

(ha)

参考資料： 
杉並区小売業売り場 
面積(商業統計調査) 

平成 16年＝27.97ha 
平成 19年＝27.61ha 
平成 26年＝21.36ha 

敷地面積 棟数 

事 務 所 建 築 物 

 

商 業 施 設 

 

住 商 併 用 施 設 

専 用 工 場 

 

住 居 併 用 工 場 

 

倉庫・運輸関係施設 

67.3

20.4

22.9

68.3

26.2

23.6

71.4

18.4

25.3

77.7

15.8

26.9

0 20 40 60 80 100

住商併用施設

商業施設

事務所建築物
平成13年
平成18年
平成24年
平成29年

(ha)

20.7

20.0

22.0

22.3

18.4

22.2

16.0

13.1

60.8

57.9

62.0

64.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29年

平成24年

平成18年

平成13年

事務所建築物 商業施設 住商併用施設

商業系 

工業系 



第４章 商業地・工業地の状況 

37 

 

甲州街道

青梅街道

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

放射５号線

西武新宿線

京王線

中央線

京王井の頭線

東京メトロ丸ノ内線

芦花公園駅 八幡山駅
上北沢駅

桜上水駅

下高井戸駅

明大前駅

代田橋駅

三鷹台駅

久我山駅

富士見ヶ丘駅

高井戸駅

浜田山駅

西永福駅

永福町駅

西荻窪駅
荻窪駅 阿佐ヶ谷駅 高円寺駅

上井草駅
井荻駅

下井草駅

南阿佐ケ谷駅

新高円寺駅 東高円寺駅

方南町駅

中野富士見町駅

都市活性化拠点

地域生活拠点

身近な生活拠点・近隣の駅

２ 拠点における商業系用途の状況 

◆ 都市活性化拠点の荻窪駅で商業施設の延べ床面積が最も大きい 

 杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画

マスタープラン）の各拠点の土地利用状況を

みるため、各拠点の駅等を中心とした区内の

500ｍ圏内について、商業系用途の延べ床面

積を比較しました。 

 ＪＲ４駅周辺で商業施設の延べ床面積の合

計が最も大きいのは荻窪駅で、高円寺駅、阿

佐ヶ谷駅、西荻窪駅と続いています。商業系

延べ床面積の状況を平成24年と比較すると、

高円寺駅で増加しているほか、荻窪駅で減少

し、その他は、横ばい状況です。全区的に住

商併用施設の割合が高い状況です。 

 また、増減については、南阿佐ケ谷駅・代田

橋駅・八幡山駅などで増加し、その他は概ね

減少しています。 

 区境付近の駅に関しては、杉並区内のみの分

析です。 

 

 

 

 

        【各拠点別集計(駅から 500m 圏)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【都市活性化拠点・地域生活拠点ごとの 
商業系延べ床面積の状況】 

【身近な生活拠点ごとの商業系 
延べ床面積の状況】 

※各駅からの距離 500m 圏内について、
GIS データを集計(着色した範囲を集
計 重なった部分については重複し
て集計) 

※杉並区まちづくり基本方針(杉並区都
市計画マスタープラン)を基に作図 

凡 例 
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